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質のリサイクルと廃製品の回収価値最大化(金属の例)
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資源処理における「物理選別」の未来型研究

理想研究：網羅的な理論的アプローチと実証

カオスを出発点に、エントロピー極大から極小へつなぐ「物理選別」技術体系が必要

秩序化エントロピー極大 エントロピー極小

物理選別の限界 製錬の世界
物理選別の困難さが
社会から認識されていない
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カオス

エントロピーの縮小を果たす物理選別(金属の例)

従来研究１：理論的アプローチ (化学系の研究に多い)

出発：モデル試料
(単一の素材，粒径，形状等)

ゴール：処理量・コスト度外視で
凄い技術が出来ました！

従来研究2：実験的アプローチ (資源系の研究に多い)

出発：実試料
(実験的に試行錯誤)

ゴール：効果がありました！
学問的に進歩？

こちらの方が難しい コスト度外視？

その方法でいいの？ 難しすぎて届かず
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金属

コスト・エネルギー 大小

秩序化
再生金属レベル

カオス
廃棄物レベル

製品・モジュール選別

部品選別

製錬

製品群

部品選別
選別機構
ブラックボックス
→経験制御

複雑系に対する解
ブラックボックス
→手作業

卑金属

現状技術

解体部品

固体原料

現状

路盤材利用等カオス

秩序化

製錬工程

物理選別工程

貴金属貴金属 卑金属

将来技術

ブラックボックスを解明し
コスト・エネルギーミニマム
にカオスを秩序化

将来

将来

手作業含む

コスト・エネルギーミニマムにカオスを秩序化(銅製錬の例)

10ppm
～数％

数10％

限りなく
100％
近く

リサイクルにおける現状の
価値と水平リサイクルの
ための濃縮基準
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2014.10.20 より活動開始

SUREコンソーシアムの活動



SUREコンソーシアムの事業展開
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LATEST (分離技術実証ラボラトリ) 国内外60機の選別機を備えた試験施設

CEDEST (分離技術開発センター) 新規装置開発のための集中研究施設

産総研つくば西に２つの施設物理選別 ～未来技術に向けて～
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2014年～

2018年～



・ 国研研究者(主任研究員相当)
・ 大学教員(准教授相当)
・ 企業の技術マネージャー 等
日本の中堅研究者を受講生として迎え、
未来における世界トップの技術者・指導者
育成を目指す。「SUREアカデミー」を開講記念

公開講座

Copernican Program
当面は単発講座を実施。近年中に年間カリキュラム化
真・物理選別学という新たな学問を体系化し、世界ス
タンダードのテキスト化を目指す。

Professional Researcherの育成
資源循環・都市鉱山開発が目指す次の10年
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